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X13b すばる主焦点多天体分光器FMOS－ 性能評価２　輝線
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すばる望遠鏡の次期観測装置である FMOSは、満月１個分の広い視野を持ち、４００天体の近赤外線域（0.9–
1.8µm）のスペクトルを同時に得られる世界に類を見ない近赤外多天体分光器である。分光器の特色としては、マ
スクミラーによってOH夜光の除去を行い、より暗い天体の分光を可能にしている点である。
すばる FMOSは、ファーストライト以降の様々な調整を経て、現在は、２０１０年５月からの共同利用開始に

向けて、観測の円滑化に向けた問題点の洗い出しを行っている段階である。また、これまでの試験観測で、さま
ざまな連続光強度、輝線強度の天体に対して、最長４時間にも渡る長時間積分を低分散モードで行っており、す
ばる FMOSの実際の性能についても次第に分かってきた。
今回、我々は、実際の試験観測データを用いて、輝線フラックスの S/N に関する評価を行った。データ解析の手

法としては、FMOS専用解析ソフトを用いた。また、FMOSのスペクトルから決めた銀河の赤方偏移の不定性に
関しても、可視光スペクトルから測定された赤方偏移と比較することで評価した。更に、将来期待される FMOS
のサイエンスに関しても議論する予定である。


